
12月 26日 には、ライブラリシステム研究会特別セミナーに御招き頂き、その場での報告に関して様々な前向きの御討論、御提案を頂き大変有難うございました。　あいにく、当日は、健康状態があまりすぐれず、御討論、御提案に関して更なる追加等を十分にはできませんでした。具合いの方も少し良くなってきましたし、26日の話し合いを振り返り少し考えを整理できましたので、以下に簡単に述べさせて頂きます。


既に、御指摘の通り、報告では、様々な点に関して、現在北アメリカの図書館で RLIN 上の TRC レコードを LC の目録プラクティスに合わせるべく応用処理する際の、主要な編集要件を列記したものです。これら、全てについて、何らかの変更が日本国内において必要であるというような意図は、少なくとも報告者には、全くありません。Cambridge 大学の小山さんにもこの秋に、彼から 9月の酒井さんの報告に対する感想を頂いた折に、申し上げましたが、北アメリカの図書館で働く者として、現状の報告、更に拡大して要望をお伝えすることは、できましょうが、日本の図書館がどうすべきかを国外から、しかも個人として、申し上げることは、不適切であると思います。


26日にセミナーの後で申し上げましたが、NDL と NII の典拠ファイルの公開に関しては、今月の上旬にことあるごとに関係の方々に繰り返し直訴申し上げました。　NDL の担当の方々は、検討して下さるとのことでした。　NII では、NDL の典拠レコードを全て NACSIS-Cat にロードする予定であるから、NACSIS-Cat のメンバーになりなさいとのことでした。　コロンビア大学図書館が NACSIS-Cat のメンバーになるかどうかに関しては、1月にニューヨークに戻り次第政策決定者に要求を提出致しますが、HKCAN へのアクセスに関してさへ消極的であることを考慮すると、NII の典拠ファイル使用の為に NACSIS-Cat のメンバーになることを許可する可能性は未知数です。 NDL 及び・或いは NII の典拠ファイルにアクセスできれば、NNC-EA より NACO に貢献する 人名・団体名・会議名・統一書名・地名 (AACR2 に規定されている地名で、LCSH 扱いの "geographic features" (例えば、"Fuji, Mount (Japan)," "Inland Sea (Japan)," "Izu Islands (Japan)," "Watarase River Watershed (Japan)," etc.) は除く) には、1xx 又は少なくとも 4xx に日本での標目を入力しそれを フィールド 670 に言及します。


勿論、"National Bibliographic Agency (NBA) or NBA designated NACO library" に貢献の御用意があれば、LC (CPSO) との御調整の後 LC/NACO レコードに、より明確で恒常的なリンクとして日本での標目をフィールド 7xx に入力して頂く可能性があります。 Cf.


http://www.loc.gov/catdir/pcc/naco/7xx.html

National Library of Canada  及び National Library of South Africa がその面で既に貢献しています。


或いは、日本から NACO/SACO への貢献という方向とは、逆の方法での日本国内での貢献 (これについても 26日のセミナーで御示唆がありましたが) に関しては、フランス国立図書館の例を挙げるまでもないでしょう。 フランス国立図書館が、LC に先立ち今年の春から無料で一般に公開した典拠ファイル:


http://noticesautorites.bnf.fr:8095/

の件名サブファイル (RAMEAU) では、レコード毎に LCSH 件名へのリンクを UNIMARC フィールド　822 に入力しています。 Cf.

	000 
	00817cxm 2200205 45 

	001 
	frBN001537291 

	005 
	19960926 

	100 
	$a 19821221afrey0103 ba 

	106 
	$a 211 

	152 
	$b RAMEAU $c 2 

	250 
	$7 ba $9 14 y $a Réseaux électriques d'interconnexion 

	450 
	$7 ba $9 14 y $a Interconnexion (réseaux électriques) 

	450 
	$7 ba $9 14 y $a Réseaux d'interconnexion 

	450 
	$7 ba $9 14 y $a Réseaux interconnectés 

	550 
	$3 frBN001772478 $5 g $7 ba $9 12 y $a Centrales électriques 

	550 
	$3 frBN001607754 $5 g $7 ba $9 12 y $a Électricité $x Distribution 

	550 
	$3 frBN001765804 $5 g $7 ba $9 14 y $a Services de l'électricité 

	550 
	$3 frBN001945599 $5 g $7 ba $9 12 y $a Réseaux électriques (énergie) 

	801 
	0 $a FR $b BN $c 20020319 

	822 
	$8 eng $a Interconnected electric utility systems (May Subd Geog) $v LCSH, 1990-12 


このレコード (frBN001537291) では、RAMEAU の件名 "Réseaux électriques d'interconnexion" (250) が LCSH の対応する件名 "Interconnected electric utility systems" (822) とリンクされています。 これは、個人名サブファイルでの単なる引用より更に一歩進んだものと言えましょう。 Cf.
	000 
	00808cxp 2200229 45 

	001 
	frBN010344900 

	005 
	19950529 

	100 
	$a 19940704afreb0103 ba 

	101 
	$a jpn 

	102 
	$a JP 

	103 
	$a 19251005 

	105 
	$a a $d a 

	106 
	$a 1 

	152 
	$a AFNOR Z 44-061 $c 2 

	200 
	$7 ba $9 0 b $a Fujita $b Francisco Eiichi 

	300 
	0 $a Écrit aussi en anglais 

	300 
	0 $a Professeur de technologie à l'Université d'Osaka, Osaka, Japon (en 1991). - En poste au Shizuoka Institute of Science and Technology, Toyosawa, Japon (en 1994) 

	400 
	$7 ba $9 y $a Fujita $b Eiichi 

	801 
	0 $a FR $b BN $c 20020321 

	810 
	$a Physics of new materials / ed. F. E. Fujita, 1994 

	810 
	$a LCNA (CD), 1994-03 : Fujita, F. E. (Francisco Eichii) 

	810 
	$a BN Service japonais : NDL Authority File, 1991 


このレコード (frBN010344900) では、著者標目 "Fujita $b Francisco Eiichi" (200) と LC/NACO 標目 "Fujita, F. E. $q (Francisco Eiichi)" とはリンクされておらず、単に、フィールド 810-2, 810-3 で LCNA と NDL Authority File が言及されているに過ぎません。　どの方法を取るにせよ、典拠・分類番号ファイル間のスウィッチングメカニズムが早急に計画され実現されるべきです。


ローマ字に関しては、北アメリカの図書館利用者は、書誌引用をローマ字でしか持たない場合が屡で、末端利用者及び参考業務に関わる者でも、NACSIS Webcat, 新しい NDL システム, WINE 等をローマ字で検索することが頻繁にあります。 そのような状況の下で、ローマ字の揺れ、特に分かち書きの不統一は、大問題となってきました。 この点を、御考慮下さり、日本国内での統一性を達成して頂けないかと存じます。


文字コードに関しては、RLIN Terminal for Windows では、CJK の文字は全てソフトウェアに埋め込まれていますので、文字コードの問題と表示フォントの問題は同一の問題です。　旧字と新字に関しては、TRC からの御説明が 26日のセミナーでありました。 その他の字体の問題は、コンバージョンマッピングの問題ではないかとは以前より推測しておりました。 と言うのは、それ以前に, EACC 間であってもマッピングの問題があることは、直接経験するとともに、それに対する解決を RLIN に二度に渡って (OCLC からRLIN へのロードに関して、更に GLADIS (Berkeley のローカルシステム) から RLIN へのロードに関して) 要求し善処して頂いたことがありましたので。 ただ、現在のところ北アメリカで TRC レコードを RLIN Terminal for Windows 上で編集する際にこの文字コードに関して注意しなければならないものの、このことに関して今後どの様な展開が北アメリカであるかは、はっきりしていません。 26日に御報告致しましたように、現在次の様な状況にあります。


EACC



RLIN host database



RLIN Terminal for Windows



WorldCat host database


Unicode



RLG Eureka



OCLC WorldCat



client-side OCLC CJK

EACC 使用のシステムの内、RLIN Terminal for Windows については、2003年秋には、OCLC Connexion の様な Web 　browser-based のシステムに移行する予定です (「移行する予定」と「移行する」とが同義でないことは、よく承知しています)。 その時には、Unicode が少なくとも client-side で使われることになります。


報告の最後に述べました様に、一番の課題は、分かち書きの統一と、典拠・分類番号ファイル間のスウィッチングメカニズムの構築、運営、及び維持であると思います。

森本　英之

